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イネの品質を評価するための新手法
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「イネの品質評価に向けた糖鎖構造解析の試み」
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近年、世界的にイネの消費量は増加傾向にあり、イ
ネの生産意欲が各国で高まっている。しかしながら現
状においては、多くの地域で高温下におけるイネの登
熟障害が原因とみられる作柄や品質の低下が報告さ
れている。

イネの品質の指標に大きな影響を与える「優れた登
熟」や「健康な発芽」、「環境に強い」などを評価・管理
する優れたシステムの開発が急務である。

開発の背景
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従来技術とその問題点

現在、イネの品質に関連する発芽前の評価シ
ステムはない。実用化されているものは、育種
段階における系統情報のみである。

実際に育ちが良いのか

高温登熟でも質の良いものに育つのか

などの情報は殆ど無く、課題となっている。
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新技術の特徴

• イネの各発生段階や部位別に「糖鎖」を解析し、
「糖鎖情報地図を作成する事により、イネの品
質を評価する。
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糖鎖とは

グルコースやマンノースと呼ばれる単糖が数個から数十個つながっ
た生体物質。通常はタンパク質や脂質に結合しており、細胞認識、
細胞接着といった生理機能にかかわっているが、結合しているタンパ
ク質や脂質の機能調製もおこなっており、生体内において重要な生
理機能を持つ重要な分子として注目されている。
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糖鎖とは
血液型を決めているのは糖鎖
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糖鎖とは
インフルエンザは細胞表面の糖鎖を狙って感染する。
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新技術の特徴

• イネの各発生段階や部位別に「糖鎖」を解析し、
「糖鎖情報地図を作成する事により、イネの品
質を評価する。
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糖鎖情報地図のアウトライン
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no germination
（発芽前）

Germination
（発芽後）

イネの各ステージにおけるN-結合型糖鎖の全糖鎖
構造解析は、これまで行われていなかった。

イネの胚部におけるN-結合型糖鎖の全糖鎖構造解析を行った。
また、発芽後の全糖鎖構造解析を行った。
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糖鎖情報地図のアウトライン
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糖鎖の切り出し
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1st  LC（順相・イオン交換など）

2nd LC（逆相・アイソクラティックなど）

調製工程
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イネ各部の分離・抽出

糖鎖情報地図の完成
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Size-fractionation HPLC of PA-sugars 
obtained from rice germ (0 h).
▼: PA-isomalto oligosaccharides (DP 5-9)
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Size-fractionation HPLC of PA-sugars 
obtained from rice germ.

▼: PA-isomalto oligosaccharides (DP 5-13)
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発芽前と後の糖鎖構造のちがい
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想定される用途

• 従来は育種前の段階では、その情報は限ら
れており、生長途中の段階での評価ができな
かった。

• 本技術により、早期にイネの状況を知り、対策
を立てる事ができるため、収穫時期や収穫量
を見積もる事ができ、生産効率が向上する。

• 輸入米や生産地域、生長を見込んだ品種判
断などを明確にする事ができる。
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実用化に向けた課題

• 現在、コメの状態、発芽状態における糖鎖情
報地図は既に完成している。生長途中の糖鎖
情報の網羅的解析が進行途中である。

• 今後、生長途中や外来品種の糖鎖情報につ
いて網羅的に解析を進めて行く予定である。

• 実用化に向けて、糖鎖情報地図の精度を向
上させる。
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実用化に向けた共同研究体制の構築
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企業への期待

• 未解析の糖鎖情報地図については、分析装
置の強化により克服できる。

• 分析の技術を持つ企業との共同研究を希望。

• また、食物の新しい品質管理手法や技術を開
発中の企業、農作物・食品分野への展開を考
えている企業との共同研究を希望。
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本技術に関する知的財産権

• 発明の名称 ：

糖鎖構造によるイネの品質評価

• 出願番号：

特願2013-185250
• 出願人 ：

学校法人東洋大学

• 発明者：

宮西伸光、廣津直樹、堀内里紗
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お問い合わせ先

東洋大学

知財財産・産学連携推進センター

ＴＥＬ ０３－３９４５ － ７５６４

ＦＡＸ ０３－３９４５ － ７９０６

e-mail ml-chizai＠toyo.jp
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ご清聴ありがとうございました。
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